
障がい別の職業的課題
就労⽀援上の留意事項（知的障がい）

⼤阪知的障害者雇⽤促進建物サービス事業協同組合
（愛称 エル・チャレンジ）

就労支援課 上国料 洋⼦



知的障がいとは︖
・「おおむね18歳までに知的機能の障害があらわれ、⽇常⽣活に
支障が⽣じているため、何らかの特別の援助を必要とする状態
にあるもの」としている。
※「平成17年度知的障害児（者）基礎調査結果の概要」（厚⽣労働省発表）

・⼿帳の名称と障がいの等級は都道府県によって異なる。
※愛の手帳（東京都）、みどりの手帳（さいたま市） など

・雇⽤促進法上の重度知的障がい者とは、⼿帳判定の重度より
範囲が広い。 ※職業センターによる判定（職業的重度障がい者）

知的障がいの概要



判断基準（明確な定義はないが、３つの⽬安とIQで判断）

（ａ）,（ｂ）,（ｃ）のいずれにも該当する者を知的障がいとする。

（ａ）その障害が発達期に起こっている者

（ｂ）知的機能について
標準化された知能検査によって測定された結果、知能指数が
概ね70までの者

（ｃ）⽇常⽣活能⼒について
⽇常⽣活能⼒（⾃⽴機能、運動機能、意思交換、探索操作、移
動、⽣活⽂化、職業等）の到達⽔準が総合的に同年齢の⽇常⽣
活能⼒⽔準のa,b,c,dのいずれかに該当する者

知的障がいの概要



（b）知能指数（Intelligence Quotient）について
 知能指数（Intelligence Quotient）の値は、測定⽤テストの
成績から精神年齢を導き、実年齢と⽐較することで求められる。

 IQは「頭の良し悪し」を検査するものではなく、実際の年齢に⽐較
してどの程度に達しているかを検査する。知的障害とは、実際の年
齢と知能の発達段階に差がみえるが、発達のスピードが遅いの
であって、知的能⼒や適応能⼒が成⻑しないわけではない。

軽 度︓IQ51~70
中 度︓IQ36~50
重 度︓IQ21~35
最重度︓知能指数20以下

知的障がいの概要



（c）⽇常⽣活能⼒について

 ⽇常⽣活能⼒⽔準

 程度別判定の基準

⾃⽴機能、運動機能、意思交換、探索操作、移動、⽣活⽂化、職業等

知能水準がⅠ〜Ⅳのいずれに該当
するかを判断するとともに、⽇常
⽣活能⼒⽔準がａ〜ｄのいずれに
該当するかを判定して、程度別判
定を⾏います。

知的障がいの概要



知的障がいの特性の事例
職業的課題と⽀援のポイント

① コミュニケーションが苦⼿

② 抽象的な⾔語が苦⼿

③ ⾃⼰コントロールが苦⼿

④ 興味や関⼼が極端に狭い
⑤ 時間の観念が苦⼿

⑥ ⾒通しをたてて⾏動することが苦⼿

⑦ 周囲の空気を読みにくい
⑧ 記憶することが苦⼿



働くために必要な⼒

社会⼒

• ビジネスマナー
• 協調性
• 意思の伝達 など

⾃⼰管理⼒

• 健康管理
• ⽇常⽣活管理

職業的課題と⽀援のポイント



働き続ける⼒（職業⽣活）
指⽰・命令系統
の理解

仕事への意欲

責任感

⼿指の巧緻性⾦銭感覚

集中⼒

緊張と緩和の

バランス

職業的課題と⽀援のポイント



知的障がいのある⼈への⽀援のポイント
① ⽬標は段階的に設定する（スモールステップ）
② 仕事の要求⽔準をハッキリと伝える（明確化）
③ 曖昧な部分を出来るだけなくす（具体化）
④ ⼿順を固定し、同じ伝え⽅をする（統⼀化）
⑤ パッと⾒て分かりやすい指⽰書を活⽤する（視覚化）

職業的課題と⽀援のポイント



 わかりやすい指⽰の出し⽅  わかりにくい指⽰の出し⽅
指⽰者が作業⼿順を熟知し、基本となる
⼯程や⼿順が決まっている。

指⽰は短く簡潔に⾏い、⽤語も統⼀する。

うまく出来たら褒め、否定的な⾔葉を（な
るべく）使わない。

⾔葉、ジェスチャー、⾒本の提⽰を効果的
に組み合わせる。

指⽰者が作業⼿順を理解しておらず、⼯
程や⼿順がコロコロ変わる。

説明がなくやり⽅だけを⾒せる。

否定的な⾔葉が多く、褒めない。褒め⽅が
漠然としていて具体的でない。

⾔葉での指⽰を多⽤し、⽤語も⾔うたびに
変わる。

教える⽴場の⼈は仕事を熟知し準備を︕

就労場⾯での指⽰の出し⽅
職業的課題と⽀援のポイント



「できない」を前に ‟焦らない・慌てない・諦めない “（1,2,3深呼吸）

①簡単に「できる」
②慣れれば「できる」
③⼯夫をすれば「できる」

できる

①不得意で「できない」
②経験がないから「できない」
③周囲が（私が）「できない」と思い込んでいる

できない

仕事の分解と組み⽴て
職業的課題と⽀援のポイント

 得意な作業を寄せ集め分解する［掘り起こし(新規)・切り出し(強化)］
 分解した作業を組み合わせ⼯程にする［職務⼯程］
 理解しやすい環境を整備し混乱や間違いを少なくする［構造化］



◆仕事づくりの例

仕事の分解と組み⽴て
職業的課題と⽀援のポイント



職業的課題と⽀援のポイント

職務⼯程表の例



作業⼿順書の例

職業的課題と⽀援のポイント



指⽰書（きっかけになる物）の例

職業的課題と⽀援のポイント

 曜⽇別に清掃するエリアを⽰す

掃除機かけの担当エリアを⽰す!



知的障がいのある⼈が働きやすい雇⽤の流れ
履歴書や経歴書、⾯接だけでは難しい。時間をかけてジョブマッチングを︕

終
わ
り
の
な
い
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就労⽀援≠作業を教えるではありません。

職業的課題と⽀援のポイント



私たち⽀援者に必要な⼒
⽀援のポイント

コミュニケーション⼒ （聞く・伝える・信頼を得る etc）

観察⼒ （客観的に注意深くみる、理解する etc）

分析⼒ （事実を把握する、現状を⾒える化する、視野の広げる etc）

計画・想像⼒ （⾒通しを⽴てる、発想の転換 etc）

選択・判断⼒ （雇⽤主や本⼈との情報共有、柔軟性 etc）

実⾏⼒ （豊富な知識や経験、他機関との連携 etc）



定着⽀援で⼤切にしたいポイント

雇⽤主︓⼈材育成

a. 従業員として
b. スキルアップ
c. キャリアアップ
d. ⾏動範囲の広がり

当事者︓モチベーション

a. 所属感
b. 達成感（⾃信）
c. 成⻑を⾃覚
d. 余暇活動

障がいのある⼈と雇⽤主が成⻑を⾃覚できる

共に育つ仕組みづくり



 ライフマネジメントの視点
就労は⽣活全体の質を上げていくための⼀つの⼿段。就労⽀援は⽣活⽀援と
⼀体的に捉え、就労をその人の人⽣全体の中でマネジメントすることが重要。

 エンパワメントの視点
あらゆる経験や知識が限定されていることが多いため、経験の幅や知識の幅を広げるための⽀援が重要。

 権利擁護の視点
労働法規や労働条件の順守、職場における虐待や搾取などには厳然と⽴ち向かうことが重要。

 調整と連携の視点
就労⽀援をマネジメントする視点において⽀援の内容や質を吟味し、関係者の連携によってその⽬的を達
成することが重要。そのためのフォーマル・インフォーマルを問わない関係構築が求められる。

 ソーシャルアクションの視点
⽀援対象者の特性を理解した雇⽤機会の開発が必要である⼀⽅、現状では就労が困難な⽀援対象者
に対して多様な働き⽅を提案したり創出することも期待される。

 ホスピタリティの視点
制度や既存サービスの範囲内だけで事⾜りない現状を捉え、サービスを超えるホスピタリティが新たな就労
⽀援の充実や発展につながる。

定着⽀援で⼤切にしたいポイント



①HOMEPAGE
!http://www.l-challenge.com/yell/

②Facebook
!https://www.facebook.com/nakamanokaiyell/

③YouTube
!https://www.youtube.com/channel/UCOn-RFkmXIV155nhjjR3TNA

http://www.l-challenge.com/yell/
https://www.facebook.com/nakamanokaiyell/
https://www.youtube.com/channel/UCOn-RFkmXIV155nhjjR3TNA

